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ちにあてた-通の手紙を見つけた。」 (グルラント夫人、 1940年10月11日消印) 『パリ、
19世紀の首都』の作者の自殺は彼の連れのものたちの生命を救った。彼らにとってやっ
かいなドラマに困惑し、またうんざりさせられて、フランコ主義者たちは、一行に旅
行を続けることを許可したのだから。
この国境の不幸な場所でおこった自殺の残忍さを思うと、一連の疑問を提出せざる
をえない。ベンヤミンの追放を決定した警察官は誰か?医者の検死はどのような表現
になっているのか?警察官が書いた書類の内容はどのようなものか?州の文書館には
あれこれの記録が残っているのか?どうみても不名誉の世界史に残るにあたいするひ
とびとの名と姓を記憶のために知る方法はないのか?
ベンヤミンが命を賭して守っていた原稿は、彼の残りの所持品とともに失くなって
しまった。そして誰もその行方を知らない。ゲシュタポの手に渡され、無に帰してし
まったのか、それとも警察の手に残っているのか?その貴重さのゆえにその運命をはっ
きりさせる厳しい調査が必要ではないだろうか?それらのものがいっか明らかにされ
るわずかな可能性といったものがあるだろうか?これらの問いに対する答えを待ちっ
つ、私はもっとはっきりした重要な問いかけをしてみよう。ポル・ボウの海辺の美し
い墓地、これは読者をあざ笑うために、そして墓掘り人夫のもうけのために、にせの
墓をさらしつづけるのか?ドイツとスペインの民主的な諸機関は、ヒトラーとフラン
コの二重の犠牲者に道徳的っぐないをしなければならないのではなかろうか?おそら
150 園田尚弘
くベンヤミンが眠っている共同の墓地でおこった事実を短く説明する簡素な石碑は、
ベンヤミンのよりよい記念であるのではないだろうか?彼の豊かな、刺激的な恩考は、
犯罪から44年たった今日われわれの時代の偉大な作品の印しをおび続けているのであ
る。
附記
これはスペインの日刊紙『ェル・バイス』の1984年8月5日づけの記事の翻訳であ
る。フランスやイタリアと比べて、ベンヤミンの受容において遅れをとっていたスペ
インで、ベンヤミンとスペインの関わり、ベンヤミンの死にまつわるスペインの責任
を指摘した早い時期での記事である。 -ンス・マイヤーは『同時代者、ベンヤミン』
(1992フランクフルト・アム・マイン)で『ェル・バイス』がベンヤミンの没後50
年目にあたる1990年9月26日にベンヤミンの特集を組んだ事実をもって、ベンヤミン
の文化批評家としての意味が増大した証拠とみなしている。そこに掲載されている記
事はルイス・マエナスの「知識人はポル・ボウでの自殺50周年にヴァルター・ベンヤ
ミンを回想している」、ホセ・ミゲル・マリナス「都市のなかのベンヤミン」、さらに
アレフレッド・アンデルシュがベンヤミンに献げた詩のスペイン語訳、等である。マ
イヤーの文章に刺激されて、スペインにおけるベンヤミン受容を調べてみようと恩い
たって、まず最初に翻訳したのが、ゴイティソロの文章である。もうかれこれ10年近
く前に書かれたものだが、ポル・ボウに記念碑を建てようと主張している点に注目し
たい。この主張はイスラエルの建築家ダニ・カラパンの記念広場の計画につながるも
のだろう。 1992年6月に行なわれた国際ベンヤミン会議では、ほぼできあがった記念
碑への援助をドイツ政府が出し渋っている事態に抗議声明が発表されたという。 (ド
イツ文学、 1993年、春号)
記事の入手にあたっては、マドリッド在住の美術批評家、タケシ・モチズキ氏の助
力を得た。心から感謝の意を表します。
(1993年7月23日受理)
